2011年　第66回おいでませ！山口

　国民体育大会

サッカー競技　成年男子

鹿児島県　成年男子

監督　塩川勝行（鹿屋体育大学）

　３月の国体県予選を優勝し、鹿屋体育大学の単独チームで今年の国体に臨むことになった。今年は一昨年の本大会４位の成績を上回る事を目標にチーム作りをすすめ、九州大学リーグに並行して、九州のプロチームとのトレーニングマッチを多く行い強化を図りました。

　九州の国体予選では、１回戦の沖縄県との試合は決定力不足で得点を上げる事が出来ずに苦しい試合であったが、延長の末3-1で勝利し、決定戦の長崎戦でも2-0で勝利し本大会の出場権を獲得することができた。ブロック大会では守備は機能したものの、決定力を含めた攻撃力を本大会まで向上させる事を課題とした。

　山口国体の初戦の対戦相手は開催地の山口県でホームチームの声援も凄まじく、攻撃しているものの得点が奪えず、反対にCKより失点を喫してしまう苦しい展開であったが、慌てず落ち着いてゲームを運び、前半のうちに同点にして、後半開始から３点立て続けに奪い、反撃を１点に押さえることができた。準々決勝（愛媛県）及び準決勝（広島県）は課題としていた攻撃が機能し、前半から相手を圧倒した。両試合とも４-0で勝利して決勝に進出した。

　決勝の相手はJFLのブラウブリッツ秋田を中心とした秋田県であった。毎年ベスト４にコンスタントに入るチームで昨年も準優勝という力のあるチームであった。決勝は今までの試合と違い相手にペースを握られる苦しいゲーム展開が続いたが、GKを含めたDF陣が組織的にブロックを形成しながら落ち着いて対応した。後半少しずつペースをつかみ始め、後半25分すぎに相手の一瞬の隙を見逃さず思い切ったミドルシュートが決まりこの得点が決勝点となった。選手、スタッフが一丸となった結果、初優勝というタイトルを獲得する事が出来ました。

　また、鹿児島県体育協会、鹿児島県サッカー協会の多大なるサポートには大変感謝致しております。本当に有り難うございました。この場をお借りしてお礼を申し上げます。

【大会結果】　

　九州ブロック大会

　１回戦　　　　鹿児島県　3-1　沖縄県

　代表決定戦　　鹿児島県　2-0　長崎県

　本大会

　１回戦　　　　鹿児島県　4-2　山口県

　準々決勝　　　鹿児島県　4-0　愛媛県

　準決勝　　　　鹿児島県　4-0　広島県

　決勝　　　　　鹿児島県　1-0　秋田県

【国体選手：鹿屋体育大学】

井上亮太、前田岳、坂井達弥、代田敦資、野林涼、福田晃斗、岡田翔平、山﨑侑輝、坂田良太、

粕川正樹、

（神村学園出身）木村俊喜、大山直哉、小谷健悟、吉満大介

（鹿児島城西出身）竹下市朗
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